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消化器内視鏡医として
京都第二赤十字病院　消化器内科
安田健治朗
　思えば本当に長い京都第二赤十字病院での勤務となりました．
　昭和 53 年（1978 年）3 月に京都府立医科大学を卒業し，大学では公衆衛生学教室（川井啓市教授）
に籍をおいて，京都市立病院内科のレジデントとして内科医としての研修をスタートさせました．この
時から将来は消化器内科を専攻しようと思っていましたから，消化器内科以外の内科や外科の研修には
今しかないと言う気持ちで特に力を入れました．
　昭和 56 年（1981 年）4 月から故中島正継先生がおられた滋賀県の琵琶湖胃腸病院に移動し，全くゼ
ロから内視鏡検査を教えていただき，消化器病診療，そして内視鏡診療を始めたのが私の消化器内科医
としての始まりでした．小さな消化器疾患専門の病院でしたが，初学者は私のみで何をしても面白かっ
たことを覚えています．琵琶湖に面した小さな病院で胃潰瘍の患者さんなどが時折，琵琶湖に釣り糸を
垂らしているような，のんびりした環境でした．
　上部，下部の内視鏡検査，内視鏡的逆行性胆膵管造影法（ERCP），そして中島先生らが開発された内
視鏡的乳頭括約筋切開術（EST）や経皮的胆管鏡による胆道結石の治療などを教えていただきました．
何かの本のコラムとして依頼された「私の内視鏡の師匠」という短文に私のすべての内視鏡診療の師匠
は中島正継先生であると書きました．ただ，手取り足取りと言う教え方ではなく，傍で手伝いをしては
何かを得るという昔のスタイルで，何より内視鏡検査は今のように内視鏡画面がテレビモニターに映る
のではなく，内視鏡の接眼部にレクチャースコープという画像を分けて観察する付属レンズを介しての
見学でした．術者は，実際の検査手技が難しくなるのですが，文句を言われることもなく助手をしなが
ら手技の核心を見せていただきました．技術の進歩とは言え，今の若い先生の手技の上達の速さは，個々
の素質もあるでしょうが，何時でも何処からでも観察できる内視鏡機器の技術革新によるところが大き
いと思われます．
　琵琶湖胃腸病院でのもう一つの技術習得はゴルフでした．当時，内科，外科の先生方は皆さんゴルフ
に夢中で，仕事が終わると病院隣のゴルフ練習場で汗を流すことが日課となりました．この時は中島先
生以外の先生が私の師匠でした．内視鏡の上達より早かったかも知れません．コースにでることも多く
なり，素質のないことが判ってもコミニュケーションツールとしては非常に役立ったように思います．
　その病院では腹部超音波検査機器が早い時期に導入されましたが，他の先生は全く経験のない診断法
でしたので，超音波検査はすべて私の担当となり，師匠のいない状況で教科書片手に検査を行いました．
この経験が，その後の超音波内視鏡の臨床応用に際して役立つことになりました．
　琵琶湖胃腸病院に慣れた頃，今では極普通に行われている超音波内視鏡（内視鏡の先端に超音波振動
子が付いた全く新しい機器で正確には内視鏡的超音波断層法，Endoscopic Ultrasonography, EUS）と言
われる内視鏡検査の試作機の臨床に立ち会うために教室の先輩がおられた京都第一赤十字病院へ週 1 回
出かけて体腔内（胃の中から見た）超音波像をああでもない，こうでもないと検討していました．昭和
57 年（1982 年）には中島先生が京都第二赤十字病院の消化器科部長として移動されていました．
　私は昭和 58 年（1983 年）4 月から京都第二赤十字病院消化器科へ移動となり，内視鏡の師匠のもと
で再び働くことになりました．その後，京都第一赤十字病院の先輩が，開業されるのを機に，これから
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どうなることか分からないような試作超音波内視鏡が本院へついてきました．超音波内視鏡は 1980 年
に試作 1 号機が開発されていましたから，その初期モデルから臨床の場に立ち会っていたことになりま
す．その後は本院で超音波内視鏡の臨床応用や臨床研究をしてきました．全く新しい発想の機器であっ
たため，やることのすべてが臨床での新しい知見となり，卒後 5 年目から内視鏡学会や消化器病学会の
地方会のみならず総会での発表，シンポジウムの演者，さらには卒後 7 年目（1984 年 5 月）には，ニュー
オリンズで開催されたアメリカ内視鏡学会でポスター発表の機会に恵まれ，はじめての海外，はじめて
の海外発表で，非常に興奮したことを覚えています．懐かしい思い出です．
　その後も内視鏡診療・研究とも非常に恵まれた環境で過ごすことができました．記憶に残ることは，
超音波内視鏡検査に夢中であったころ，公衆衛生教室の川井教授から，当時の超音波学会の大御所の札
幌医大の先生の所に勉強に行ってはと言われたのですが，中島先生から“止めておけ，今行くとその先
生の弟子になる．自分で苦労した方がいい”と言われたことを思い出します．これも何かの本に書いた
ことですが，“私の内視鏡の師匠は中島先生ですが，超音波内視鏡に関して，私の師匠は，私自身と解
剖の教科書でした”．勿論，中島先生をはじめとする先輩，同僚，院内すべての皆さまのご協力で，こ
と超音波内視鏡診療についてはわが国のみならず，世界のリーダーのひとりになれたと思っています．
これもひとえにこれまで，一緒に仕事をしてきたすべての皆さまのお陰と感謝いたします．ありがとう
ございました．
　川井先生，中島先生の教えのもう一つの Key word は，発表だけで仕事が終わるのではない．論文，
特に英文にして初めて終わりになると言われたことでした．その中島先生は原稿を丁寧に書かれる性格
（なかなか完成しない）で，消化器内視鏡関連の商業誌ではブラックリストに載るほど，自他ともに認
められた遅筆家でした．私も少々師匠の性格を引き継いではいますが．何れにせよ論文にするネタも多
くありましたので，結構，頑張って論文を書いてきました．今では英文論文が当たり前のことですが，
当時，わが国発の内視鏡に関する論文は日本語で十分という風潮がありました．勿論，世界的な評価は
英文論文からしか生まれないものです．
　この間，海外での発表，講演は多くなりましたが，最終的に残るのは英語論文であるという考えから，
できるだけ英語論文を書いていたように思います．若い先生には折角，時間とエネルギーを使うなら，
英語論文になるか考えることをお勧めします．
　原稿を書きながら思い出すことに，昔は，依頼原稿の締め切りが近づくと，プレッシャーで夜中に目
が覚めて，原稿を書くと言う生活をしてきました．原稿を郵送するために夜中に京都駅の西にあった郵
便局本局へ何度か行きました．また，除夜の鐘を聞きながら原稿を完成させた年も何度かありました．
その後，段々と図々しくなり，締め切りが迫っても夜中に目が覚めることもなくなり，たとえ目が覚め
ても，まあ，いいか，命まで取られることはないだろうと再び眠りにつけるようになってきました．私
の世代はいわゆる“ながら族”で，筆の進まない（さすがに手書きは卒後何年かだけでしたが）時は，
当時人気のあったシルベスタスタローン主演のロッキーのテーマを聞きながら，依頼原稿書きをしてい
ました．今思えば，決して冷静な論文が書けなかっただろうと反省していますが，勢いで原稿書きをし
ていました．今も若干，その傾向があります．
　最初の原稿は勿論，手書き原稿でした．また最初の英語論文の作成は手動のオリベッティのタイプラ
イターで打ちました．当時，医局にあった IBM の電動タイプライターを羨ましく，何時か電動タイプ
ライターを買おうと思い，とうとうオリベッティの電動タイプライターを手に入れましたが，ワープロ
の発売とともに，元を取ることなく使わなくなったように思います．その後は，いわゆるパソコンにな
りましたが，鉛筆から，タイプライター，ワープロ，そして，パソコン（デスクトップ，ラップトップ）
とかなりの出費をしたことも事実です．元が取れたか否か，いまでも不明としておきますが，多分，全
く元は取れていないように思います．ついでながら，発表用のスライド作成の変化も大きなものでした．
最初は手書き原稿を，ブルースライドに焼き付ける方法（私は経験していない）に始まり，写植，和文
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タイプによる原稿作り，写真撮影，スライドのマウントなどすべて自分でやってきた時代を知るものに
とって，今日のパワーポイントによるスライド作成は如何に楽で，発表直前でも自在に編集可能である
ことは，夢のようであり，昔には戻れない，驚くべき進歩です．今，このような状況を知る方は，もう
少数だと思います．
　何れにしても，私の内視鏡人生は，師，同僚，部下そして，周りの方々に恵まれ，充実したものであっ
たと感謝しています．
　振り返れば“超音波内視鏡”が私の内視鏡人生そのものだと言ってもいいように思いますが，同時に
様々な新しい内視鏡検査や内視鏡治療の誕生した時期に内視鏡医として過ごせたことは幸運であったと
しか言えません．今盛んに行われている手技から，今はもう消え去った多くの試みなどを経験させてい
ただきました．
　なぜ超音波内視鏡を始めたのかとよく尋ねられるのですが，私の超音波内視鏡との出会いは，犬が歩
いて棒に当たったようなものです．超音波内視鏡が将来どうなるか分からない状態での開発直後の状況
を思い出すと，今の隆盛を他人事のように眺めながら，この先どうなっていくのかあれこれ想像するこ
とが幸せなひと時になってきました．幸運に恵まれ，諦めないで良かったという思いだけです．マッカー
サーが引退するときの，“Old soldiers never die; they just fade away” の心境です．
　最後に若い皆さまへの少し長い申し送り（遺言）をしたいと思います．まずは，仕事に関することは
何にでも興味を持つことです．全く新しいことがその先どのように変化し，進歩するかは，予想もでき
ませんし，当事者はその重要性になかなか気が付かないものです．面白いと感じる感性を大切にしてく
ださい．そして自分で考え，工夫することを忘れないでください．確かに昔と比べ医療の自由度は少な
くなってきていますが，諦めないでください．
　もうひとつは記録に残すことです．発表することも大切ですが，最終的には原稿にしてください．で
きれば英文論文に．市中病院でも臨床研究の材料はいくらでもあります．基礎研究だけが研究ではあり
ません．そして，“和”を大切にしてください．ひとの和，調和，平和など極めて日本人的な発想ですが，
何事も一人でできるものではありません．
　皆さまの分野を問わないご健闘とご健勝を祈念して散文の終わりとします．ありがとうございました．
　最後に自己満足のようですが，これまで書き残してきた私の原稿を種類別，年代順に挙げて稿の終わ
りにします．共著論文を挙げればもっと多くあるのですが，ここでは，手書き，ワープロ，デスクトッ
プ，ラップトップで，ロッキーのテーマを聞きながら自身で書いてきた筆頭者原稿のみを挙げさせてい
ただきます．35 年に渡る本院消化器内科における業績です．
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